
庁 議 次 第         

 

 

日 時   令和６年２月１３日（火） 

午前９時３０分 

場 所  別館２階 全員協議会室 

      

 

１ 議題 

（１）産業振興基本計画中間見直し（案） 

（２）第６次朝霞市一般廃棄物処理基本計画（案） 

（３）第６次朝霞市障害者プラン・第７期朝霞市障害福祉計画・ 

第３期朝霞市障害児福祉計画（案） 

（４）第９期朝霞市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案） 

（５）あさか健康プラン２１（第３次）（案） 

（６）第３期朝霞市国民健康保険保健事業実施計画（データヘル 

ス計画）・第４期朝霞市特定健康診査等実施計画（案） 

（７）朝霞市空家等対策計画（案） 

（８）令和６年第１回朝霞市議会定例会提出議案 
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新 旧 

Ⅴ 市内産業の課題整理 

１ 産業に関わる課題の整理 

 市の現況と産業の実態を踏まえ、課題を９つに整理しました。 

 

 課題１ 市民のライフスタイルに応じた商業環境づくり 

  市民の消費は、買回品※を中心に市外へ流出する傾向にあります。そして、世代によっ

ても買物行動に違いがあり、例えば年代が若くなるにつれ、商店街の利用率も減少すると

いった特徴等が見られます。 

そこで、今後さらに進む少子高齢化や共働き世帯の増加、また転入してくる若者等、多

様な市民のライフスタイルの違い等を踏まえ、キャッシュレス決済の導入やSNSを活用し

た情報発信など、商業・ショッピング環境を整えることが必要です。 

 

課題２ 魅力的な店舗が集まる拠点エリアの活性化と賑わいの創出 

 周辺商業地が活性化していると考える事業者は、全体の15％を下回っており、商業地の

問題は「廃業する店があること」や「核になる店舗がないこと」となっています。実際、

小売業や５人以下の商業・サービス業の事業所で、「廃業や閉店」の意向がある事業者が

一定数いることや、空き店舗の増加や解散意向のある商店会が複数ある等、市内商業環境

の魅力の低下が推察されます。 

そこで、既存の顧客のみでなく、市内で生活する若年層や新たに転入してきた市民等、

多様化する顧客ニーズを踏まえ、各店舗の魅力を向上させていくことや、商業環境の魅力

の向上に向け、空き店舗の活用促進や地域の核となる店舗の誘致等、官民の連携によるソ

フト・ハード両面から整備を進める体制を構築し、街の賑わい創出に向けた取組が必要で

す。 

 

 課題３ 安心・安全で快適な生活環境づくり 

  産業実態に係るアンケート調査結果を踏まえると、市民は「安心・安全で快適な生活環

境」に対するニーズが高い傾向が見られます。この理由は、本市がこれまで昼夜間人口比

率80％台で推移してきており、住宅都市としての性格が強く、より良い生活環境を望む市

民が多いことに起因していると考えられます。そして、こうした特性は、子育て世代等を

中心に今後も強まっていくことが推察されます。 

そこで、産業の側面から、市民ニーズの高い「安心・安全で快適な生活環境」を実現し

ていくことが必要です。 

 

 

Ⅴ 市内産業の課題整理 

１ 産業に関わる課題の整理 

 市の現況と産業の実態を踏まえ、課題を９つに整理しました。 

 

 課題１ 市民のライフスタイルに応じた商業環境づくり 

  市民の消費は、買回品※を中心に市外へ流出する傾向にあります。そして、世代によっ

ても買物行動に違いがあり、例えば年代が若くなるにつれ、商店街の利用率も減少すると

いった特徴等が見られます。 

そこで、今後さらに進む少子高齢化や共働き世帯の増加、また転入してくる若者等、多

様な市民のライフスタイルの違い等を踏まえ、商業・ショッピング環境を作ることが必要

です。 

 

課題２ 魅力的な店舗が集まる拠点エリアの活性化と賑わいの創出 

 周辺商業地が活性化していると考える事業者は、全体の15％を下回っており、商業地の

問題は「廃業する店があること」や「核になる店舗がないこと」となっています。実際、

小売業や５人以下の商業・サービス業の事業所で、「廃業や閉店」の意向がある事業者が

一定数いることや、空き店舗の増加や解散意向のある商店会が複数ある等、市内商業環境

の魅力の低下が推察されます。 

そこで、既存の顧客のみでなく、市内で生活する若年層や新たに転入してきた市民等、

多様化する顧客ニーズを踏まえ、各店舗の魅力を向上させていくことや、商業環境の魅力

の向上に向け、空き店舗の活用促進や地域の核となる店舗の誘致等による、街の賑わい創

出に向けた取組が必要です。 

 

 

 課題３ 安心・安全で快適な生活環境づくり 

  産業実態に係るアンケート調査結果を踏まえると、市民は「安心・安全で快適な生活環

境」に対するニーズが高い傾向が見られます。この理由は、本市がこれまで昼夜間人口比

率80％台で推移してきており、住宅都市としての性格が強く、より良い生活環境を望む市

民が多いことに起因していると考えられます。そして、こうした特性は、子育て世代等を

中心に今後も強まっていくことが推察されます。 

そこで、産業の側面から、市民ニーズの高い「安心・安全で快適な生活環境」を実現し

ていくことが必要です。 
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課題４ 市民生活を支えるサービス力の維持・向上 

 市内の商業・サービス業における事業所数は減少傾向にあり、特に小売業や生活関連サ

ービス業、規模の小さい事業所で売上高の減少といった課題が多く見られ、厳しい景況感

が推察されます。一方、医療・福祉は堅調な景況を示しており、福祉や子育てニーズの高

まり等による影響が見られます。 

今後、本市の豊かな市民生活を支える市内事業者のサービス力の維持・向上のため、商

工会や埼玉県産業振興公社などによる伴走型支援を活用した既存産業の支援とともに、高

付加価値なサービス創出に向けた支援が必要です。 

 

 課題５ 市内事業者による新たな産業モデルづくり 

市内には著名な研究機関が立地しており、関連する事業所も複数立地しているほか、先

端的な技術（ドローン※等）開発に取り組む事業所も見られます。また、ものづくり事業

者のうち、地域内での同業種企業による連携に取り組んだことのある割合は２割を下回る

等、事業者間での繋がりや連携があまり進んでいない状況にありましたが、同業種間連携

や他市との連携に取り組む事業者が徐々に増加しており、さらに促進するためには行政や

商工業関係団体の支援が求められます。 

そこで、事業者、行政、商工業関係団体が一体となり、同業種連携の支援や異業種連携

の可能性等も探ることで、市内外に打って出る新たな産業モデルを創出していくことが必

要です。 

 

課題６ あさか農業の強化と市民に身近な農業づくり 

市内の農地は市北東部を中心に分布しており、南西部では住宅地と農地が混在していま

す。また、本市はニンジンの指定産地※になっており、農業祭など市民との交流も盛んに

行われています。一方で、担い手の高齢化や農業人材の不足等の影響もあり、耕作してい

ない農地がある農家が多いといった特徴も見られます。 

今後、農業就業人口の減少が見込まれる中、農業人材を持続的に育成していくことに加

え、優良農地の保全や耕作していない農地の再生等により、農地を有効活用することが必

要です。また、都市近郊の立地を生かしつつ、ニンジン等の野菜を中心とした安心・安全

な農産物を市内外に供給し、地産地消※や市民の農業体験を推進することで住宅都市に相

応しい都市農業※を確立することが必要です。 

 

課題４ 市民生活を支えるサービス力の維持・向上 

 市内の商業・サービス業における事業所数は減少傾向にあり、特に小売業や生活関連サ

ービス業、規模の小さい事業所で売上高の減少といった課題が多く見られ、厳しい景況感

が推察されます。一方、医療・福祉は堅調な景況を示しており、福祉や子育てニーズの高

まり等による影響が見られます。 

今後、本市の豊かな市民生活を支える市内事業者のサービス力の維持・向上のため、既

存産業の支援とともに、高付加価値なサービス創出に向けた支援が必要です。 

 

 

 課題５ 市内事業者による新たな産業モデルづくり 

市内には著名な研究機関が立地しており、関連する事業所も複数立地しているほか、先

端的な技術（ドローン※等）開発に取り組む事業所も見られます。一方、ものづくり事業

者のうち、地域内での同業種企業による連携に取り組んだことのある割合は２割を下回る

等、事業者間での繋がりや連携があまり進んでおらず、事業者の持つ潜在力が充分に生か

しきれていないことが推察されます。 

そこで、同業種連携の支援や異業種連携の可能性等も探ることで、市内外に打って出る

新たな産業モデルを創出していくことが必要です。 

 

 

 

課題６ あさか農業の強化と市民に身近な農業づくり 

市内の農地は市北東部を中心に分布しており、南西部では住宅地と農地が混在していま

す。また、本市はニンジンの指定産地※になっており、農業祭など市民との交流も盛んに

行われています。一方で、担い手の高齢化や農業人材の不足等の影響もあり、耕作してい

ない農地がある農家が多いといった特徴も見られます。 

今後、農業就業人口の減少が見込まれる中、農業人材を持続的に育成していくことに加

え、優良農地の保全や耕作していない農地の再生等により、農地を有効活用することが必

要です。また、都市近郊の立地を生かしつつ、ニンジン等の野菜を中心とした安心・安全

な農産物を市内外に供給し、地産地消※や市民の農業体験を推進することで住宅都市に相

応しい都市農業※を確立することが必要です。 
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課題７ 既存のものづくり産業の維持強化 

市内のものづくり事業者は、製造業を中心に、「売上高の減少」等の課題を多く挙げて

おり、原油・原材料価格の高騰の影響もあり、厳しい景況感にあることが推察されます。

また、従業者数２人以下の事業所では、廃業や休業を予定している事業者も一定数存在し

ています。一方、市の交通利便性に対する評価は高いものの、産業利用に適した土地の不

足もあり、移転の可能性のある事業者が、やや多いといった特徴もあります。 

そこで、製造業等の主要な産業におけるＤＸの推進を支援し、産業力を強化していくこ

とに加え、事業者が市外に移転せず、安定的に操業を続けていくことのできる環境づくり

や経営力の強化が必要です。 

課題８ 市内のものづくり等産業を支える人材の確保・育成 

本市のものづくり等産業の人材確保に対するニーズは高いものの、業種や事業所規模等

の特性に応じて、そのニーズや内容が異なっています。例えば、建設業や製造業では専門

性を重視する傾向があり、運輸業ではそもそも人材の確保が難しくなっている状況が見ら

れます。 

そこで、高年齢労働者や外国人労働者などを含め、業種や事業所の規模に合わせた人材に関

する支援を実施し、市内のものづくり等産業を支える人材を継続的に確保し、育成していく

ことが必要です。 

 

課題９ 商業・サービス業における人材の確保と育成 

 市内の商業・サービス業事業者における人材確保の動向を見ると、医療・福祉や比較的

規模の大きい事業所では、採用意欲が高くなっていますが、小売業や生活関連サービス

業、小規模な事業所では、経営者の高齢化等に伴う後継者不足や事業承継が経営課題とし

て挙げられています。 

そこで、商業・サービス業の業種、事業所の規模に応じた、人材の確保や育成における

総合的な支援が必要です。 

課題７ 既存のものづくり産業の維持強化 

市内のものづくり事業者は、製造業を中心に、「売上高の減少」等の課題を多く挙げて

おり、厳しい景況感にあることが推察されます。また、従業者数２人以下の事業所では、

廃業や休業を予定している事業者も一定数存在しています。一方、市の交通利便性に対す

る評価は高いものの、産業利用に適した土地の不足もあり、移転の可能性のある事業者

が、やや多いといった特徴もあります。 

そこで、製造業等の主要な産業におけるＩＣＴ※利活用等による高度化を支援し、産業

力を強化していくことに加え、事業者が市外に移転せず、安定的に操業を続けていくこと

のできる環境づくりや経営力の強化が必要です。 

課題８ 市内のものづくり等産業を支える人材の確保・育成 

本市のものづくり等産業の人材確保に対するニーズは高いものの、業種や事業所規模等

の特性に応じて、そのニーズや内容が異なっています。例えば、建設業や製造業では専門

性を重視する傾向があり、運輸業ではそもそも人材の確保が難しくなっている状況が見ら

れます。 

そこで、業種や事業所の規模に合わせた人材に関する支援を実施し、市内のものづくり等産

業を支える人材を継続的に確保し、育成していくことが必要です。 

 

 

課題９ 商業・サービス業における人材の確保と育成 

 市内の商業・サービス業事業者における人材確保の動向を見ると、医療・福祉や比較的

規模の大きい事業所では、採用意欲が高くなっていますが、小売業や生活関連サービス

業、小規模な事業所では、経営者の高齢化等が経営課題として挙げられています。 

そこで、商業・サービス業の業種、事業所の規模に応じた、人材の確保や育成における総合

的な支援が必要です。 
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２ ＳＤＧｓの視点を踏まえた施策の推進 

 

 平成２７（２０１５）年に国連サミットで、持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals）が採択されました。 

 令和１２（２０３０）年を期限として、先進国を含む国際社会全体の１７の開発目標と、

それを実現するための１６９のターゲットから構成されています。「誰一人取り残さない」

を理念とし、経済、社会、環境を巡る広範囲な課題に取り組むものです。 

 本市では、「私が 暮らし続けたいまち 朝霞」の実現に向け、第５次総合計画の施策を

推進しており、暮らし続けたいと思える魅力的なまちにしていくことが、持続可能な社会を

目指すＳＤＧｓの目標と結び付いています。よって、ＳＤＧｓが掲げる理念や目標を身近な

ものに感じながら、第５次総合計画後期基本計画との整合性を図りつつ、産業振興基本計画

の施策を推進し、持続可能な社会や人々が安心して暮らすことができる社会の実現を目指し

ます。 

 

新規 
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